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Ⅰ  事  業  の  状  況  
  

１.  概  況 

 

（１） 経済界、医業界の理解と関係諸学会、諸団体および一般の方々の協力を得て、

総額185,600,467円の募金を行った。 

（２） 東日本大震災により被災された透析医療の復興を支援するため、腎臓に関連

する諸団体と連携して、総額47,370,421円の募金を行い、被災地域の岩手県・

宮城県・福島県に支援金を配分した。 

（３） 前期に引き続き、賛助会員の増強に努めた。 

（４） 研究機関・研究グル－プの研究調査に対する助成、学会・研究会に対する

助成、患者諸団体に対する調査活動への助成、公募助成、透析療法従事職員

研修、褒賞、雑誌発行などは順調に遂行され、事業費は総額214,050,678円を

支出した。 

（５）  平成23年度透析療法従事職員研修について、全国172の実習指定施設に於て 

実習を行い、修了証書を発行し、また平成24年度透析療法従事職員研修の募集

を行った。 

（６）  平成23年度日本腎臓財団各賞の受賞者座談会記録を作製した。 

（７） 雑誌「腎臓」Vol.34, No.2、No.3を発行した。 

（８） 雑誌「腎不全を生きる」VOL.44、VOL.45を発行した。 

（９） 総事業費支出に対する助成金支出率は８２.５％である。 

    期末基本財産は920,000,000円である。 

 

 

２．募 金 状 況 

 

   経済界、医業界、関係諸学会、諸団体および一般の方々の協力を得て  

  総額185,600,467円の募金を行った。 
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３．賛 助 会 員 

 

   平成２４年３月末の会員数は８１４会員（９５４口）である。 

   内訳は次の通りである。 
 

   団体Ａ会員 医療法人又はその他の法人及び公的・準公的施設（１口 ５０,０００円 ） 

特別会員ａ（１０口以上）   ４会員（ ４０口） 

特別会員ｂ（５～９口）    ７会員（ ３６口） 

一 般 会 員（１～４口）  ６０４会員（６２８口） 

 

   団体Ｂ会員 法人組織でない医療施設又は団体(１口 ２５,０００円） 

一 般 会 員（１～４口）   ６８会員（ ７９口） 

 

   個 人 会 員 個人(１口 １０,０００円) 

     特別会員ａ（１０口以上）   １会員（ １０口） 

特別会員ｂ（５～９口）    ３会員（ １５口） 

一 般 会 員（１～４口）   １２７会員（１４６口） 

 

平成２３年１１月～平成２４年３月末の入会者は次の通りである。 

（１）団 体 Ａ 会 員   ６会員（６口）（敬称略） 

  一般会員 （１～４口） 

三 重・ 亀山市立医療センター 

岡 山・ 医療法人 盛全会 岡山西大寺病院 

三 重・ 三重県厚生農業協同組合連合会 大台厚生病院 

東 京・ 医療法人社団 優人会 優人大泉学園クリニック 

岡 山・ 医療法人 三祥会 腎不全センター 幸町記念病院 

兵 庫・ 医療法人社団 赤塚クリニック 

 

（２）団 体 Ｂ 会 員   該当無し 

 

（３）個 人 会 員      ５会員（５口）（敬称略） 

  一般会員 （１～４口）  

東 京・ 鶴田 幸男 

愛 知・ 中井 滋 

大 阪・ 西村 美津子 

神奈川・ 梅田 和彦 

長 崎・ 大串 和久 
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４. 研究・学会・支援助成事業（公益目的事業１） 

 

毎月助成審査委員会を開催し、各案件ごとに審査の上、次の研究機関、研究

グループ、研究課題および学会、研究会に対して143,036,000円の助成を行った。 

 

（１）研究助成（敬称略） 27件  125,065,000円 

1. 荒川地域の腎臓病の病態と治療研究会  

  メディカルプラザ篠崎駅西口・佐中 孜 1,000,000円 

2. 腎不全研究会  

  医療法人社団 善仁会 横浜第一病院・斎藤 明 8,000,000円 

3. 神奈川腎高血圧研究会  

  昭和大学藤が丘病院・出浦 照國 740,000円 

4. 腎疾患の発症･病態生理と進展防止に関する研究会  

  東京女子医科大学・新田 孝作 10,000,000円 

5. 腎生検病理診断法の標準化とその普及・推進  

  獨協医科大学越谷病院・上田 善彦 475,000円 

6. 透析患者における活性型ﾋﾞﾀﾐﾝDの心血管ｲﾍﾞﾝﾄ抑制効果 

  -日本透析活性型ﾋﾞﾀﾐﾝD試験(J-DAVID） 
 

  大阪市立大学大学院・西沢 良記 28,500,000円 

7. 血管をまもる会が実施する「降圧強化療法による腎機能および 

  血管内皮機能への影響に関する検討」 
 

  川崎医科大学・柏原 直樹 3,800,000円 

8. 臨床高血圧治療研究会が実施する「高血圧患者に対する 

ロサルタン/ヒドロクロロチアジド合剤の有用性の検討」 
 

  東京慈恵会医科大学・細谷 龍男 5,700,000円 

9. 高血圧合併の腎機能障害患者に対する降圧療法の違いによる 

  尿中微量アルブミン排泄抑制効果の検討： 

  MIDLAND-CKD Study 

 

  名古屋大学大学院・丸山 彰一 2,850,000円 

10. Glucose and lipid metabolism conference 

 （糖脂質代謝研究会）が実施する「DPP-4阻害薬の効果に 

 関する多施設共同前向き無作為比較試験」 

 

  日本医科大学付属病院・及川 眞一 14,250,000円 

11. KADIAS研究会が実施する「2型糖尿病患者に対するDPP-4阻害薬 

  の有用性の検討」 
 

  医療法人 川崎病院・大塚 章人 950,000円 

12. 埼玉西部DM研究会が実施する「DPP-4 阻害薬の効果に関する

多施設共同研究(SWAD 研究:Saitama West Area Diabetes  

study)」 

 

  根岸内科代謝クリニック・根岸 清彦 3,800,000円 

13. 2型糖尿病患者に対するﾒﾄﾎﾙﾐﾝとｼﾀｸﾞﾘﾌﾟﾁﾝの併用による血糖 

ｺﾝﾄﾛｰﾙ関連因子、膵β機能、脂質ﾊﾟﾗﾒｰﾀおよび腎機能に 

対する効果 

 

  三咲内科クリニック・栗林 伸一 2,850,000円 
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14. 彩の国糖尿病カンファレンスによるDIAMOND(Diabetes in  

Moroyama with Nulotan/Dichlotride study) 研究 

 

  埼玉医科大学・片山 茂裕 950,000円 

15. 腎疾患における腎機能低下抑制のための最適制御法検出に 

関する研究会 
 

  医療法人 有心会 大幸砂田橋クリニック・前田 憲志 2,261,000円 

16. 日本長期腹膜透析患者における排液中の各種ﾏｰｶｰとEPSとの 

関連の縦断的評価研究 
 

  神奈川県立汐見台病院・川口 良人 2,850,000円 

17. 長時間透析研究会  

  かもめ・みなとみらいクリニック・金田 浩 580,000円 

18. 腎泌尿器癌研究会  

  東京女子医科大学腎臓病総合医療センター・田邉 一成 7,000,000円 

19. 小児内分泌学研究会  

  なごやかこどもクリニック・上條 隆司 950,000円 

20. 血清ｸﾚｱﾁﾆﾝ、ｼｽﾀﾁﾝC、β2ﾐｸﾛｸﾞﾛﾌﾞﾘﾝの小児の正常値作成の 

ための疫学研究 
 

  あいち小児保健医療総合センター・上村 治 285,000円 

21. 小児腎移植研究会  

  東邦大学・長谷川 昭 4,275,000円 

22. 腎移植多剤併用療法研究  

  京都府立医科大学・吉村 了勇 8,550,000円 

23. 慢性腎臓病（CKD）の疾患啓発広報事業研究  

  日本慢性腎臓病対策協議会・槇野 博史 2,375,000円 

24. CKD治療研究会  

  日本医科大学・飯野 靖彦 7,125,000円 

25. CKD啓発動画研究会によるCKD認知度向上に有効な 

 インターネット動画製作とその効果の検討 
 

  自治医科大学・安藤 康宏 1,434,000円 

26. 日本女性腎臓病医の会  

  日本女性腎臓病医の会・原 茂子 95,000円 

27. 特定非営利活動法人「先端医療フォーラム」  

  特定非営利活動法人 先端医療フォーラム・落合 武徳 3,420,000円 

 

（２）学会助成（敬称略）                 10件  17,721,000円 

1. 日本腎臓学会東部学術大会  

  (第42回) 新潟大学大学院・高橋 公太 1,567,000円 

2. 社団法人 日本透析医学会学術集会・総会  

  (第57回) 社会医療法人 北楡会 札幌北楡病院・久木田 和丘 1,900,000円 

3. 日本腎不全看護学会学術集会・総会  

  (第14回) 医療法人 眞仁会 横須賀クリニック・萩原千鶴子 855,000円 

   



5 

 

4. 腎と脂質研究会  

  (第24回)田附興風会 医学研究所 北野病院・武曾 惠理 95,000円 

5. 日本腎泌尿器疾患予防医学研究会  

  (第21回) 高知大学・執印 太郎 380,000円 

6. 日本泌尿器科学会総会  

  (第101回) 北海道大学・野々村 克也 11,096,000円 

7. 日本泌尿器科学会東部総会  

  (第76回) 横浜市立大学・窪田 吉信 237,000円 

8. アジア－太平洋小児循環器学会  

  (第3回) 脳神経疾患研究所附属総合南東北病院 ・中澤 誠 95,000円 

9. 日本心臓血管麻酔学会学術大会  

  (第16回) 旭川医科大学・岩崎 寛 285,000円 

10. 日本小児整形外科学会  

  (第22回) 京都第二赤十字病院・日下部 虎夫 1,211,000円 

 

 

（３）支援助成（敬称略）                   2件      250,000円 

1. ソーシャルワーク研究会  

  医療法人 白楊会 白楊会病院・近藤 成子 200,000円 

2. 東京都腎臓病患者連絡協議会  

  特定非営利活動法人 東京腎臓病協議会・木下 久吉 50,000円 
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５. 公募助成事業（公益目的事業１） 

 

（１）若手研究者に対する助成                            4名   3,000,000円

 平成２３年１２月９日、日本工業倶楽部に於て選考委員会を開催し、下記４名の

平成２４年度対象者を決定した。 

 （敬称略） 

1. 東京慈恵会医科大学 腎臓・高血圧内科 坪井 伸夫 

2. 岡山大学病院 血液浄化療法部 山崎 浩子 

3. 愛媛県立医療技術大学 臨床検査学科 大﨑 博之 

4. 東京理科大学大学院 工学研究科  今井 基之 

 

（２）腎不全病態研究助成                66名  39,300,000円 

平成２４年２月２８日、銀行倶楽部に於て選考委員会を開催し、下記６６名の 

平成２４年度対象者を決定した。 

（２ （敬称略） 

1. 東北大学大学院医学系研究科腎高血圧内分泌学分野 相馬 友和 

2. 東北大学大学院医工学研究科分子病態医工学 阿部 高明 

3. 東京慈恵会医科大学 DNA医学研究所プロジェクト研究部腎臓再生研究室 横尾 隆 

4. 熊本大学薬学部医療薬剤学分野 丸山 徹 

5. 東京大学医学部附属病院腎臓内分泌内科 稲城 玲子 

6. 三重大学医学部附属病院総合内科・腎臓内科 石川 英二 

7. 慶應義塾大学医学部血液浄化・透析センター 吉田 理 

8. 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部臨床栄養学分野 山本 浩範 

9. 横浜市立みなと赤十字病院腎臓内科 中村 太一 

10. 社会医療法人信愛会畷生会脳神経外科病院透析センター 冨田 奈留也 

11. 医療法人社団日高会日高リハビリテーション病院 小林 充 

12. 医療法人紀陽会田仲北野田病院 田仲 紀陽 

13. 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部病態情報医学講座腎臓内科学分野 

                                安部 秀斉 

14. 鴨島川島クリニック 水口 隆 

15. 金沢大学附属病院腎臓内科 原 章規 

16. 医療法人如水会嶋田病院 池田 拡行 

17. 東北大学大学院薬学研究科臨床薬学分野 高橋 信行 

18. 昭和大学医学部内科学講座腎臓内科学部門 本田 浩一 

19. 東京慈恵会医科大学分子生物学講座 大城戸 真喜子 

20. 大阪府立急性期・総合医療センター腎臓・高血圧内科 林 晃正 

21. 虎の門病院分院腎センター 諏訪部 達也 

22. 茨城厚生連なめがた地域総合病院内科 森本 まどか 

23. 東北大学大学院医学系研究科 高橋 和広 
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24. 横浜市立大学附属病院腎臓高血圧内科・血液浄化センター 戸谷 義幸 

25. 川崎医科大学腎臓・高血圧内科学 佐藤 稔 

26. 名古屋大学大学院医学系研究科尿毒症病態代謝学寄附講座 丹羽 利充 

27. 京都大学大学院医学研究科内分泌代謝内科 横井 秀基 

28. 東京医科大学茨城医療センター腎臓内科 下畑 誉 

29. せせらぎ病院 戸島 規子 

30. 東京大学腎臓内分泌内科 土井 研人 

31. 虎の門病院腎センター 澤 直樹 

32. 医療法人財団松圓会東葛クリニック病院 内野 敬 

33. 医療法人社団兼愛会前田医院 前田 兼徳 

34. 福岡赤十字病院血液浄化療法内科 満生 浩司 

35. 財団法人鷹揚郷腎研究所 山谷 金光 

36. 医療法人社団松下会あけぼのクリニック 田中 元子 

37. 財団法人先端医療振興財団 伊村 明浩 

38. 大阪大学大学院医学系研究科老年・腎臓内科学 松井 功 

39. 北海道大学歯学研究科硬組織発生生物学教室 網塚 憲生 

40. 地方独立行政法人大阪府立病院機構大阪府立母子保健総合医療センター 

研究所環境影響部門                      道上 敏美 

41. 社会保険中京病院腎・透析科 青山 功 

42. 奈良県立医科大学病理病態学 中谷 公彦 

43. 神戸大学大学院医学研究科腎臓内科、腎・血液浄化センター 後藤 俊介 

44. 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科腎・免疫・内分泌代謝内科学 北川 正史 

45. 医療法人社団日高会日高学術研究センター 永野 伸郎 

46. 兵庫県立西宮病院内科 藤井 直彦 

47. 東京慈恵会医科大学解剖学講座 内山 威人 

48. 独立行政法人国立病院機構大阪医療センター腎臓内科 倭 成史 

49. 公立大学法人大分県立看護科学大学人間科学講座 岩崎 香子 

50. 高知大学医学部内分泌代謝腎臓内科学講座 寺田 典生 

51. 国立循環器病研究センター生活習慣病部門高血圧・腎臓科 中村 敏子 

52. 徳島大学大学院ヘルスバイオサイエンス研究部分子栄養学分野 瀬川 博子 

53. 自治医科大学内科学講座腎臓内科学部門 秋元 哲 

54. 埼玉医科大学腎臓内科 竹中 恒夫 

55. 虎の門病院分院腎センター 住田 圭一 

56. 昭和大学医学部内科学講座腎臓内科学部門 溝渕 正英 

57. 東京慈恵会医科大学腎臓高血圧内科 大城戸 一郎 

58. 香川大学医学部附属病院循環器・腎臓・脳卒中内科 西岡 聡 

59. 和歌山県立医科大学腎臓内科・血液浄化センター 大矢 昌樹 
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60. 医療法人仁真会白鷺診療所 奥野 仙二 

61. 岡山大学病院小児科 綾 邦彦 

62. 名古屋第二赤十字病院移植外科 辻田 誠 

63. 東海大学医学部腎内分泌代謝内科 田中 寿絵 

64. 社会福祉法人恩賜財団済生会支部大阪府済生会茨木病院腎臓内科 桑原 隆 

65. 水戸済生会総合病院腎臓内科 海老原 至 

66. 松山赤十字病院小児科 高岩 正典 

 

 

６. 透析療法従事職員研修事業（公益目的事業２） 

 

（１）全国１７２の実習指定施設に於て､医師は３５時間（１週間）、看護師（准看

護師）、臨床工学技士は透析経験年数により７０～１４０時間（２～４週間）の

実習を行った。受講者総数は１,４２３名、そのうち実習者３３５名に対し、修

了証書を交付した。 

（２）平成２４年度透析療法従事職員研修開催案内を全国の透析関連施設へ送付し、

募集を開始した。 

 

 

７. 褒賞事業（公益目的事業２） 

 

（１）平成２４年３月１９日、銀行倶楽部に於て第４０回褒賞選考委員会を開催し、 

平成２４年度日本腎臓財団賞・学術賞・功労賞の受賞者選考を行い、次の４名

の表彰を決定した。 

（敬称略） 

日本腎臓財団賞  吉 川 隆 一（滋賀医科大学  名誉教授） 

学  術  賞  井 関 邦 敏（琉球大学医学部附属病院 

 血液浄化療法部 部長） 

学  術  賞  細 谷 龍 男（東京慈恵会医科大学 

 腎臓・高血圧内科 教授） 

功  労  賞  小 木 美穂子（透析ソーシャルワーク研究会  

名誉会長） 
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８. 雑誌発行事業（公益目的事業２） 

 

（１）雑誌「腎臓」 

1．雑誌「腎臓」Vol.34, No.2、No3を各2,950部発行し、関連医療施設に無償で配布

した。 

 

2．平成２４年３月２２日、銀行倶楽部に於て編集委員会を開催し、VOL.35, No.2、

No.3、及び今後の企画を立てた。 

 

（２）雑誌「腎不全を生きる」 

1．雑誌「腎不全を生きる」VOL.44を54,000部、VOL.45を53,000部発行し、関連医

療施設に無償で配布した。 

 

2．平成２４年１月３１日、銀行倶楽部に於て編集委員会を開催し、平成２４年

度 VOL.46､VOL.47、及び今後の企画について話し合った。 
 

 

９. ＣＫＤ（慢性腎臓病）対策推進事業（公益目的事業２） 

平成２４年２月１７日、浅草公会堂に於て、「気をつけよう！生活習慣病が引き

起こす慢性腎臓病（ＣＫＤ）～腎臓を護ることは命を守ることです～２０１２」と

題し、慢性腎臓病（ＣＫＤ）についてのセミナーを開催した。後日、日本経済新聞

夕刊、日経電子版特設ページに記事を掲載した。 
 

 

１０. 東日本大震災透析医療復興支援（公益目的事業１） 

東日本大震災により被災された透析医療の復興を支援するため、腎臓に関連する

諸団体と連携して総額47,370,421円の募金を行い、被災地域の岩手県・宮城県・

福島県の使途希望に沿って全額を支援金として配分した。 

寄付金の使途・配分は下記のとおり。 

岩手県（11,768,455円） 

 ・県内透析施設における情報連絡網整備のためのアマチュア無線の配備 

 ・家庭用血圧計 各施設に配布 

 ・『災害時のこころのケア』（書籍） 各施設に配布  

宮城県（8,425,976円） 

 ・透析医療情報共有化のための連携ＩＴシステムの構築 

 ・家庭用血圧計 各施設に配布 

 ・『災害時のこころのケア』（書籍） 各施設に配布  

福島県（27,175,990円） 

 ・県内透析施設における通信手段統一化のための衛星電話とＭＣＡ無線の配備 

 ・透析医療情報共有化のための連携ＩＴシステムの構築 

 ・家庭用血圧計 各施設に配布 

 ・『災害時のこころのケア』（書籍） 各施設に配布  
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Ⅱ   処  務  の  状  況  

 

１. 役員に関する事項  

 

（１）役  員  

平成２３年１１月１日現在（５０音順） 

会   長 岩 本    繁 公認会計士、日本電信電話株式会社監査役 

理 事 長 酒  井       紀 東京慈恵会医科大学名誉教授 

理   事 浅 野     泰 自治医科大学名誉教授 

理   事 荒  川   正  昭 新潟大学名誉教授 

理   事 宇  田   有  希 元日本腎不全看護学会理事長 

理   事 遠 藤  哲 也 財団法人日本国際問題研究所シニア・フェロー 

理   事 大 島  伸 一 独立行政法人国立長寿医療研究センター総長 

理   事 岡 島  進一郎 学校法人慈恵大学監事 

常務理事 北 尾  利 夫 元サミット製油株式会社取締役社長 

理   事 黒  川       清 政策研究大学院大学教授 

理   事 小 西  輝 子 弁護士、小西輝子法律事務所 

理   事 小 山  敬次郎 元経団連専務理事 

理   事 寺 岡     慧 国際医療福祉大学熱海病院 病院長 

監   事 椿    愼 美 公認会計士、椿公認会計士事務所 

監   事 原    茂 子 虎の門病院 元腎センター部長 

顧  問 稲 生  綱 政 元東京大学教授 

顧  問 杉 野  信 博 東京女子医科大学名誉教授 

顧  問 山 本  秀 夫 元公認会計士協会会長 
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（２）役 員 会 

 

開催年月日・場所 議     案 議 事 結 果 

第１回理事会 

平成２３年１２月１５日 

日本工業倶楽部 

（東京都千代田区丸の内 

     １丁目４番６号） 

１．平成２３年度４月～１０月の事業

報告及び決算承認の件 

 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

２．平成２３年度１１月～３月の事業 

計画及び予算承認の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

３．有価証券の保有目的承認の件 原案どおり満場 

一致で可決 

 

４．評議員会の日時、場所及び目的で 

ある事項等の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

５．評議員選定委員１名選任の件 原案どおり満場 

一致で可決 

 

６．職務権限及び決裁権限規程承認 

の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

第２回理事会 

平成２４年３月２日 

銀行倶楽部 

（東京都千代田区丸の内 

     １丁目３番１号） 

１．平成２３年度１１月～３月補正 

予算承認の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

２．平成２４年度事業計画並びに予算

承認の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

３．評議員会の日時、場所及び目的で

ある事項等の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

４．会計監査人に対する報酬承認の件 

 

原案どおり満場 

一致で可決 

５．規程一部改訂承認の件 原案どおり満場 

一致で可決 
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２. 評議員に関する事項 

 

（１）評 議 員  

     平成２３年１１月１日現在（５０音順） 

氏 名 勤 務 地 

秋  澤   忠  男 昭和大学医学部内科学講座腎臓内科学部門教授 

秋 田  瑞 枝 弁護士、ひのき総合法律事務所 

五十嵐       隆 東京大学大学院医学系研究科小児医学講座小児科教授 

伊  藤   貞  嘉 東北大学大学院医学系研究科内科病態学講座 

腎・高血圧・内分泌学分野教授 

追  手       巍 新潟医療福祉大学医療技術学部臨床技術学科学科長・教授 

草  野  英  二 自治医科大学内科学講座腎臓内科学部門教授 

栗 原    怜 医療法人慶寿会総括院長 

近  藤  成  子 医療法人白楊会白楊会病院ソーシャルワーカー 

坂  井  かをり 株式会社ＮＨＫエデュケーショナル科学健康部 

シニアプロデューサー 

高  橋   公  太 新潟大学大学院医歯学総合研究科機能再建医学講座 

腎泌尿器病態学分野教授 

中  原   宣  子 医療法人トキワクリニック看護部長 

長谷川  芳 樹 弁理士、創英国際特許法律事務所所長 

平  方  秀  樹 福岡赤十字病院副院長 

平  田  純  生 

 

熊本大学薬学部附属育薬フロンティアセンター長  

臨床薬理学分野教授 

細  谷  龍  男 東京慈恵会医科大学腎臓・高血圧内科教授 

御手洗   哲  也 埼玉医科大学総合医療センター腎高血圧内科教授 

峰  島   三千男 東京女子医科大学臨床工学科教授 

武  曾  惠  理 公益財団法人田附興風会医学研究所北野病院腎臓内科部長 
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（２）評議員会   

 

開催年月日・場所 議      案 議 事 結 果 

第１回評議員会 

平成２４年１月１３日 

銀行倶楽部 

（東京都千代田区丸の内 

     １丁目３番１号） 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．平成２３年度４月～１０月の事業

報告及び決算承認の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

２．平成２３年度１１月～３月の事業 

計画及び予算承認の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

３．有価証券の保有目的承認の件 原案どおり満場 

一致で可決 

 

４．職務権限及び決裁権限規程承認 

の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

第２回評議員会 

平成２４年３月９日 

銀行倶楽部 

（東京都千代田区丸の内 

     １丁目３番１号） 

 

１．平成２３年度１１月～３月補正 

予算承認の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

２．平成２４年度事業計画並びに予算

承認の件 

原案どおり満場 

一致で可決 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



14 

 

 

３. 許可・認可に関する事項 

平成２４年２月２日、府益担第１６４１号にて租税特別措置法施行令第２６条

の２８の２第１項に規定する要件を満たしていることの証明書「税額控除に係る

証明書」の交付を受けた。 

 

４. 契約に関する事項 

該当事項なし 

 

５. 登記に関する事項 

平成２３年１１月１日、公益財団法人への移行登記、及び評議員、理事、 

会計監査人、監事の登記を行った。 

 

６. 行政庁指示に関する事項 

該当事項なし 

 

７. その他特記事項 

平成２３年１１月１０日、平成２３年１１月１日付にて、一般社団法人及び

一般財団法人に関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する

法律の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律第１０６条第２項の規定により

「移行登記完了届出書」を届け出た。 

 

以 上 


